談 にもせ よ、 それ は あまりに 奇怪な ことで ある。 

奇怪と いえば 天 野祐吉 がこうして 地球 以外の 他の 遊 

星に 棲息して いる 生物の 喋って いる 言葉 を 聞いて いる 

ことから して はなはだ 奇怪であって、 発明者た る祐吉 

自身に さえ 今でもち よ いちょい は 彼の 苦心の 末にな つ 

た 超短波 長 廻 折 式 変調 受信機の 驚くべき 能力が、 ある 

いは 夢の 中での 話ではなかった かとい う 懐疑に おちい 

る こと も あ つたので ある。 

しかし 発明の 端緒と いう もの はこの 超短波 長 廻 折 式 

変調 受信機 に 限らず、 大抵) J く 些細な 偶然の 機会 か ら 

見つかる ものな ので、 発明が できあがって しまえば 後 



送 を 決行す る 勇気が すっかり 挫けて しまう の をお ぼえ 

るので ある。 

それ にもかかわらず この 頼りす くない 実験、 それ は 

まったく 〔# 「まったく」 は 底本で は 「まつく 匕 無限の 底 

ぬけ 井戸の なかに 矢 を 放つ ような 無駄な 努力 かもしれ 

ない 通信 を かくの ごとく ただいま 私が やって いる わけ 

は、 なにしろ 私の 寿命が はや 十分 間の あと (いや それ 

はもう 十分 間 どころ か、 ただいま では 九分し か 残って 

いないの だ、 噫) 九分の のちに 終ろうと している し、 

そのうえ とても 耐え きれない こと は 私の すんで いる 球 

形の 世界が 跡 も 残らぬ ように 崩壊して しまって、 今日 



類のう ち、 この 九分 間 後に 迫れる 世界の 最後 を 信じて 

いるの はたった 私自身 一個で ある こと だ。 多くの 人々 

—— 私 一 人 をの ぞいた あらゆる 人た ち は 目 捷裡に 迫れ 

る 彼らの 運命の 呪い を 知らない。 しかも 彼らが おのず 

からの 無知に よ つて これ を 感じる ことができな いのな 

ら私は 彼らに 穏やかな 同情 を そそぐ ことができる であ 

ろう。 ところが 私に はそんな スマ ） ^な 同情 を 持つ こ 

とすら もはやで きないの だ。 

一 言に して これ を蔽 えば、 彼らの 無自覚 は、 不愉快 

きわまる 強制と 悲しむべき 理性の 失明に 起因して いる 

ので ある。 もっと これ を あからさまに 言うならば、 先 



日に 迫って いる ぞ という 私の 警告 文が 、 新聞紙 上 に と 

も かく も 掲載せられ たの を 読んだ とき、 彼ら はむしよ 

うに 腹 だた しく もな つたの だろう。 

しかし 私 は 充分 これ を 学理 上から も 説いた つもり だ。 

通俗 記事に もして 十三 種の 出版物に もした。 大学の 講 

堂で 立 会い 演説に もで たので ある。 だが そこに は 嘲笑 

と 雑言の 声の み 多くして しんみりと 理解 をして くれる 

者がなかった。 ことに 遺憾な の は 先輩に あたる 斯界の 

大家 連中の 浅薄な 臆断で ある。 その 日の こと は 忘れ も 

しない。 かねての 自分からの 申込みに よって 首都の X 

X 大学の 物理学 講堂で 第一 回の 『世界 崩壊 接近 論』 の 



とも 怖るべき 惨禍 発生 を 充分 はらんで いるものと 私 は 

断言いた します。 これに 対する 私の 観察 は 私の 専門た 

る 物理学 上 の 新 学説と してと くに ご 聴取ね がいた き 論 

点であります。 

私 は 長い あいだ 物質 構造 学 研究の 結果、 水素 原子と 

ヘリウム 原子との あいだに 横たわる 不思議な 事実に つ 

いて 一 つの 説 をた てました。 ご存じの とおり 水素 原子 

は 現存の 物質 中 もっとも 構造の 簡単な もので ありまし 

て、 核に あたる 一個の 陽電気と これ をめ ぐって 回転し 

ている 一個の 陰電気と から 組織せられ ています。 そし 

て その 原子量と なりうる 重量 は 一 . 〇〇 八に あた つ て 



ところが 水素 原子の 重さで ある 一 • 〇〇 八 を 四 倍し 

ますと 四 • 〇 三 二と なって ヘリウム 原子の 本当の 重さ 

四より は 〇.〇 三 二 だけ 重い ことになります。 これ は 

い つたい どうした わけで 等しく ならない のかと いう こ 

と を 考えて みました 結果、 水素 原子の ように 陽 陰電気 

が 単独に 動いて いる 場合と はちがつて ヘリウムの 核の 

ように、 核の なかに 四 個の 陽電気と 二 個の 陰電気と が 

い つし よに かたまらなければ ならな か つた ときには、 

その 重さが 減る という ことが わかった のです。 つまり 

四 個の 水素 原子が 一 個の ヘリウム 原子に なると 〇 • 〇 

三 二 だけ 軽くなる のです。 



〇.〇 三 二 だけ 軽くな つて、 その 重さに 相当す る も 

の は どんな 形に 消滅して しまう のかと いう こと を 考え 

てみ ますのに は、 これ はじつ に 勢力に 変換 せられる 

ことが わかりました。 これ は 相対性原理から 説明の つ 

くこと で、 すべて 物の 重さと いう もの は、 電力 や 機械 

力と おなじように、 ある 量の 仕事 をす る ことができる 

エネ ルギ ー 

力、 すなわち このところで いう 勢力に 変成 せられる 

ものである という ことが わかりました。 

これ を 計算して みます と、 一 グラムの 水素 原子が 全 

部 ヘリウム 原子に なった とすると 十三 万 四千 馬力で 一 

時間 ひ つ ぱる ほどの とても 素晴らしく 大きな 電力に な 



そのと き 天 野 祐吉は 額から ボタ ボタと 油汗 を 流し、 

顔 を 受信装置の パネルに グイ グイと 圧しつ け、 受話器 

まっか 

の あた つ ている 耳 は 今にも 融けそう に 真紅に もえて い 

た。 

地球 以外の 不思議な 遊星に 棲む 見知らぬ 人からの 放 

送 遺言状の 言葉が 恐ろしい 呪いの 「二 秒、 一 …… 」 と 

いう 数字に こめて 聴え たと 思ったら バタリと とだえた- 

彼 はものす ごい 緊張 を もって、 これに つづく 音響 を、 

たとえ それが いかに 小さく とも 聴きの がすまい と、 長 

い 円錐の ように 尖りき つ た 全身の 神経 を 聴覚に あつめ 

た。 



「カリ、 カリ、 ガッ、 ガッ、 ジジ、 力 リツ …… 」 

さて はやった な。 あの 男 をのせ た 遊星 は 霧の ごとく 

に 飛び散った ことであろう。 反対派の 教授た ち は …… _ 

群衆 は …… 。 

と 考えた 次の 瞬間で ある。 

その 瞬間の 出来事で ある。 

わが 天 野 祐吉は 怖ろ しい 光り物 を 見た。 と 思ったら 

彼の 頭上に あたる 棟木が まつ 一 一つに 破れて 彼に 蔽 いか 

ぶ さった。 ガス タンクの 爆発と 十一 一階が 倒れる ような 

音響と 家鳴り 振動。 バリ バリと 何ものと も 知れず 降り 

ゝ ゝ ) 

力 力る 



い つそう の 勢い をえ て それから さらに …… おお 宇宙 は 

滅亡す る。 大宇宙 はこと ごとく 崩壊し さるの だ。 大宇 

宙が 隕石 一 個 も あまさず やきつく し、 蒸発し つくさな 

ければ この 恐ろしい 崩壊 はお さまらない であろう。 

なかば 失われた 彼の 意識 は 空の 大きな ガラス 瓶の 中 

をの ぞいた ときの ように 麈 一 本もう かがえぬ ような 透 

明 さと 静けさに かえ つ て ゆく 大宇宙の 姿 を 脳裏に 描い 

てみ ると ともに、 残る 半分の 意識 も 永遠に 死んで し 

まった。 

* 



その 翌朝の 東京の 諸 新聞紙に は、 いずれも 初号 活字 

で 「無 許可で 超 短 長波の 無線電話 放送 を やって いた 男」 

が 昨夜つ いに 通信 局の 手に 逮捕せられ たこと と、 「白 

川 飛行 学校の 夜間 飛行 挙行の 一 機が 民家に 墜落して、 

屋根 を 破った のみ か 天井裏で ラジオ 研究 中の 同家 長男 

天 野祐吉 (二 四) を 惨死せ しめた 大 椿事」 という 二つ 

のニュ ー スが、 肩 をなら ベた ように 第五 面 を 賑わして 

いた。 

哀れな 祐吉は それ を 知らなかった。 彼のた めに は、 

その 真相 を 知らない ほうが 幸福 だ つたに ちがいない。 
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